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夏の病は「熱中症」だけではない！ 

約 8 割の人が冬をイメージする「血栓症」は、実は夏も危険！！ 

気温 32℃は、血栓症による死亡率が急増する 

『ツマル・デッドライン』であることが判明！ 
 

日本ナットウキナーゼ協会は、“夏の血栓症”に関する一般の意識の実態について全国の 30 代～60

代の男女 800 名を対象にアンケート調査を実施いたしました。 

 

 

～主な調査結果～ 

① 「血栓症」に気をつけている人はわずか 9％！ 

 夏に最も気をつけている病気、1 位は「熱中症」（66％）、2 位は「脱水症」（48％） 

② 「血栓症」と聞いて思い浮かべる季節は、「冬」が 81％に対して「夏」はわずか 13％！ 

 冬だけではない！実は、夏の病気でもある「血栓症」 

③ 84％の人が夏血栓の原因となる水分不足！ 

 成人が 1 日に必要な水分量 1.5L 以上を摂取している人は、わずか 16％のみ！ 

④ ビールは、体内の水分不足を引き起こし、血栓ができやすいドロドロ血液の原因に！ 

 男性では 3 人に 1 人が、喉が渇いたときにビールなどのお酒を飲みたくなると回答 

 

日本人の死因トップ 3 は、ガン（悪性新生物）、心疾患、脳血管疾患といわれており、そのうち心疾患は

心筋梗塞、脳血管疾患は脳梗塞が大きな割合を占めています。これらは、血管内にできた血液の塊「血

栓」が引き起こすものであり、ガンに並ぶほどの死因とされています。 

今回の“夏の血栓症”に関する一般の意識調査では、血栓症は冬のイメージが強く、夏に発症しやす

いことが、あまり知られていないことが分かりました。 

脳神経外科医であり気象予報士の資格も保有する福永篤志医師は、「冬に多いと思われている脳梗

塞は、実は夏にも多く発症します。大量に汗をかくことで、血液中の水分が減り血栓ができやすくなること

が主な原因と考えられます。海外の研究(※1)では、脳梗塞死亡率が最も低い平均気温 27-29℃間を基

準（1 倍）とした時、平均気温が 32℃に上昇すると死亡率が 1.66 倍に急増したとの報告もあります。」と夏

の血栓に対して注意を呼びかけています。 

 さらには、今年の夏は例年に比べ気温が高くなることや、節電の影響で室内が高温になることが予測

されるため、普段の生活からこまめに水分補給をするなどの対策が必要となります。 

 日本ナットウキナーゼ協会では、この血管が詰まりやすくなる「「「「気温気温気温気温 32323232℃℃℃℃＝＝＝＝ツマルツマルツマルツマル・・・・デッドラデッドラデッドラデッドラインインインイン」」」」を目

安に普段の生活から気温に注目し、水分補給を増やすなど夏の血栓症予防の啓発活動をおこなってい

ます。血栓症の危険性と気温の関係については、福永医師監修のもと体系化し、協会ホームページで

公表をしています。 

◆日本ナットウキナーゼ協会ホームページ http://j-nattokinase.org/warning 

 

※1 Pan WH et al., Lancet 345: 353-5, 1995 

※2 本文中の「血栓症」には「脳塞栓」も含みます。 



【【【【血栓症血栓症血栓症血栓症のののの危険性危険性危険性危険性とととと気温気温気温気温のののの関係関係関係関係】】】】    

■天気予報の「最高気温」と「最低気温」より算出した平均値を 3 段階により危険度ランク分け 

危険度危険度危険度危険度ランクランクランクランク内容内容内容内容    

・低危険度 平均気温 15℃以上 29℃未満 

・中危険度 平均気温 29℃以上 32℃未満、あるいは、3℃以上 15℃未満 

・高危険度 平均気温 32℃以上、あるいは、3℃未満 

 

※ただし、下記の条件にいずれか 1 つでも当てはまる場合は 1 ランク上げる。 

 （高危険度の場合、条件を満たしても、それ以上ランクは上げない） 

・最高気温が 35℃以上 

・前日との気温差が 10℃以上 

・最高気温と最低気温の差が 10℃以上 

 

（監修：立川病院・福永篤志医師） 

 

 

＜調査結果概要＞ 

 

■ 「「「「血血血血栓栓栓栓症症症症」」」」とととと聞聞聞聞いていていていて思思思思いいいい浮浮浮浮かべるかべるかべるかべる季節季節季節季節はははは、「、「、「、「冬冬冬冬」」」」がががが 81818181％％％％にににに対対対対してしてしてして「「「「夏夏夏夏」」」」はわずかはわずかはわずかはわずか 13131313％！％！％！％！    

    冬冬冬冬だけではないだけではないだけではないだけではない！！！！実実実実はははは、、、、夏夏夏夏のののの病気病気病気病気でもあるでもあるでもあるでもある「「「「血栓血栓血栓血栓症症症症」」」」    

「「「「血栓症血栓症血栓症血栓症」」」」にににに気気気気をつけているをつけているをつけているをつけている人人人人はわずかはわずかはわずかはわずか 9999％！％！％！％！    

夏夏夏夏にににに最最最最もももも気気気気をつけているをつけているをつけているをつけている病気病気病気病気、、、、1111 位位位位はははは「「「「熱中症熱中症熱中症熱中症」（」（」（」（66666666％）、％）、％）、％）、2222 位位位位はははは「「「「脱水症脱水症脱水症脱水症」（」（」（」（48484848％）％）％）％）    

夏には熱中症だけでなく、気をつけなければいけない恐ろしい病が多くあります。特に、夏に発症率が

高くなる病気は、血栓症（脳梗塞、心筋梗塞）や脱水症・皮膚病（皮膚炎）などがあります。 

その中でも、血栓症は死亡率や後遺症が残る可能性が高く、より一層注意が必要な病気です。しかし、

脳梗塞などの血栓症は、冬の寒い時期に発症するイメージが強く、今回の調査でも、血栓症の発症イメ

ージが「冬」と答えた人（81％）は、「夏」と答えた人（13％）を大きく上回りました。 

また、夏の病として最も多くの人が気をつけている病気は、「熱中症」で 66％の人が意識的に予防を

心掛けていると回答したのに対し、血栓症に気をつけていると答えた人はわずか 9％でした。 

 

Q、「血栓症」（脳梗塞・心筋梗塞・狭心症など）と聞いて思い浮かべる季節はいつですか？ 

n %
全体 800 100.0

1 春 31 3.9

2 夏 106 13.3

3 秋 15 1.9

4 冬 648 81.0

3.9 13.3 1.9 81.0
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Q、暑さにより発症する病気で気をつけているものはありますか？（複数回答） 

n %
全体 800 100.0

1 熱中症（日射病・熱疲労など） 532 66.5

2 脱水症 391 48.9

3 皮膚病（日焼け、皮膚炎など） 280 35.0

4 夏風邪 211 26.4

5 感染症（下痢、胃腸炎など） 105 13.1

6 血栓症（脳梗塞・心筋梗塞など） 77 9.6

7 その他（＿） 2 0.3

8 特にない 166 20.8
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■ 84848484％％％％のののの人人人人がががが夏血栓夏血栓夏血栓夏血栓のののの原因原因原因原因となるとなるとなるとなる水分不足水分不足水分不足水分不足！！！！    

    成人成人成人成人がががが 1111 日日日日にににに必要必要必要必要なななな水分量水分量水分量水分量 1.5L1.5L1.5L1.5L 以上以上以上以上をををを摂取摂取摂取摂取しているしているしているしている人人人人はははは、、、、わずかわずかわずかわずか 16161616％％％％のみのみのみのみ！！！！    

成人の体は 1 日約 2.5L の水分が必要と言われています。そのうち、食事や代謝から摂取できる水分

は 1 日約 1L～1.3L。残りの 1.2L～1.5L は、飲み物から摂取しなければなりません。また、暑さや運動な

どで汗を多くかく時には、普段より余分に水分補給をする必要があります。今回の調査では、1 日に 1.5L

以上水分補給していると答えた人は、わずか 16％で、84％の人が水分不足であることが判明しました。 

特に夏は、暑さによる発汗や、クーラーなどの冷房機器による乾燥で体内の水分が失われ血液がドロ

ドロになるため、血栓が発症しやすくなります。 

 

Q、1 日に平均何リットルの水分補給をしますか？（アルコールを除く） 

n %
全体 800 100.0

1 1.5L以上（ペットボトル3本以上） 129 16.1

2 1L～1.5L（ペットボトル3本程度） 255 31.9

3 500ml～1L（ペットボトル2本程度） 306 38.3

4 500ml（ペットボトル1本程度） 84 10.5

5 500ml未満 26 3.3

16.1 31.9 38.3 10.53.3
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■ さらにさらにさらにさらにビールビールビールビールなどのなどのなどのなどのアルコールアルコールアルコールアルコール飲料飲料飲料飲料はははは、、、、利尿作用利尿作用利尿作用利尿作用があがあがあがあるためるためるためるため、、、、体内体内体内体内のののの水分不足水分不足水分不足水分不足をををを    

引引引引きききき起起起起こしこしこしこし血栓血栓血栓血栓ができやすいができやすいができやすいができやすいドロドロドロドロドロドロドロドロ血液血液血液血液のののの原因原因原因原因にににに！！！！    

    男性男性男性男性ではではではでは 3333 人人人人にににに 1111 人人人人がががが、、、、喉喉喉喉がががが渇渇渇渇いたときにいたときにいたときにいたときにビールビールビールビールななななどおどおどおどお酒酒酒酒をををを飲飲飲飲みたくなるとみたくなるとみたくなるとみたくなると回答回答回答回答！！！！    

 「暑さで喉が渇いたときに飲みたくなるものは？」という質問に男性の 37％は「ビール」または「お酒（ビ

ール以外）」と回答しました。夏、仕事やスポーツ後に冷えたビールで喉を潤すのは最高の贅沢かもしれ

ません。しかし、アルコールには、利尿作用があり、喉が渇いている時に飲んでしまうと、体内の水分が

奪われ、血栓症になりやすい状態を作ってしまうのです。 

 

Q、暑さで喉が渇いたときに飲みたくなるものは何ですか？（男性 400 名・複数回答） 

n %
全体 400 100.0

お茶 238 59.5

スポーツドリンク 201 50.3

ミネラルウォーター 191 47.8

ビール 141 35.3

ジュース 72 18.0

お酒（ビール以外） 9 2.3

その他（＿） 21 5.3
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【調査概要】 

� 調査エリア：全国 

� 調査手法：インターネットパネルを利用した WEB 定量調査 

� 調査期間：2011 年 5 月 26 日～27 日 

� サンプル属性：30 代～60 代 男女 

� サンプル数：各性世代 100 名 合計 800 名 

 

※※※※本本本本リリースリリースリリースリリースにににに含含含含まれるまれるまれるまれる調査結果調査結果調査結果調査結果をごをごをごをご掲載掲載掲載掲載いただくいただくいただくいただく際際際際はははは、、、、必必必必ずずずず「「「「日本日本日本日本ナットウキナーゼナットウキナーゼナットウキナーゼナットウキナーゼ協会調協会調協会調協会調べべべべ」」」」とととと    

        明記明記明記明記くださいくださいくださいください。。。。    

 



 

【福永篤志医師について】 

立川病院脳神経外科 医長 

専門医として脳卒中と「気象」との関係に気づき、気象予報士の資格を取得。 

脳神経外科医として、また気象予報士として、二つの専門的な知識から患者へのアドバイスをおこなっ

ている。  

著書に『天気予報をみて脳卒中を予防しよう！』（碧天舎、2005 年）。 

 

 

【日本ナットウキナーゼ協会について】 

ナットウキナーゼ、ビタミン K2(メナキノン-7)、ナットウ菌(Bacillus subtilis natto)など、納豆由来の機能

物質の科学的情報と原料としての品質・安全性など、国民の健康上、必要・正確な情報をもって消費者

への広報啓蒙を目的とした団体。 

 

 

【ナットウキナーゼとは】 

血栓を溶解する成分「ナットウキナーゼ」は、納豆のネバネバの中に多く含まれています。しかし、食

品としての納豆には、血液凝固を促進させる「ビタミンＫ２」も含んでいるため、血栓の予防には、血液溶

解成分の「ナットウキナーゼ」だけを摂取する方が効果的です。 

わが国の伝統食品である「納豆」は、納豆菌が大豆に作用し発酵してできる食品で、１２００年程前よ

り食されてきました。この納豆菌が発酵して産生する酵素には、プロテアーゼ（蛋白分解酵素）があり、１

９２５年北海道帝国大学の大島先生によりその精製および性質について報告がなされています。 

 その後、納豆菌蛋白分解酵素（セリンプロテアーゼ）に関する研究報告が、種々なされてきましたが、１

９８０年代にフィブリン蛋白質（血栓の原因となる蛋白質）を分解（溶解）する酵素が「ナットウキナーゼ」と

して命名されました。 

 

■ 名 称： 日本ナットウキナーゼ協会(Japan NattoKinase Association 略称：JNKA) 

■ 事 業 概 要： ・会員相互の交流・情報交換 

・国内外の新しい知見の収集と配布  

・シンポジウム・講演会の開催 

・広報啓蒙活動・本の発行 

・ナットウキナーゼ活性測定法と FU 表示の普及 

・その他、本会の目的達成に必要な事項 

■ 設 立： 2003 年 1 月 27 日 

■ 住 所： 〒101-0021 東京都千代田区外神田 6-16-9  日本ナットウキナーゼ協会事務局 

■ T E L： 03-3836-3136 

■ F A X： 03-3836-3126 

■ E - m a i l： info@j-nattokinase.org 

■ U R L： http://www.j-nattokinase.org 

 

 

 

 

 

本件本件本件本件にににに関関関関するするするする報道関係様報道関係様報道関係様報道関係様からのおからのおからのおからのお問合問合問合問合せせせせ先先先先    

「日本ナットウキナーゼ」PR 事務局 ： ㈱プラチナム 担当 木山・大沼 

TEL：03-5572-6072  FAX：03-5572-6075   

MAIL：y-kiyama@vectorinc.co.jp 

〒107-0052 東京都港区赤坂 4-15-1 赤坂ガーデンシティ 18F 


